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進められ、1967 年 11 月に両者の業務提携が実現した。提携時の声明文によると、「それぞれ






トヨタ自動車との業務提携は強化され、1998 年 9 月にはトヨタ自動車（株）が株式の過半数




生産拠点がある。2016 年度の実績で、国内生産が 823,807 台（前年比 108.8％）、海外生産が
754,654 台（前年比 114.8％）、国内販売は 582,870 台（前年比 99.3％）、海外販売が 405,261
台（前年比 105.8％）であった。軽自動車の国内販売シェアをみると 33.3%とトップであった。
近年、受託・OEM 生産も拡大している2。2008 年には、トヨタ自動車と業務提携関係にある
富士重工業（株）との 3 社で、開発・生産の協力関係を発展させている（ダイハツ工業 2017：
p11）。 










                                                          
1 トヨタ自動車「文章で読む 75 年の歩み」第 2 部 自動車事業の基盤確立、第 1 章 量産体制の確立と相次ぐ
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言われた。1965 年からは人口 10 万以上
の都市などで小型車以上は車庫証明が必
要となり、また、同年 9 月には、軽乗用
車の制限最高速度が 40km から小型車並みの 60km に引き上げられた。このような時期に発売
されたのが、ダイハツ工業初の軽四輪乗用車「フェロー」であった。フェローは、サラリーマ
ン世帯でも手の届く価格帯で、4 人が乗れる軽自動車として人気を博した。この時期のサラリー
マン年収 799,020 円（総務省「家計調査」より推計）なのに対し、フェローの販売価格は 375,000
円～であった（展示解説より）。 
 
（３）1970 年代 シャレード 
1970 年代といえば、1971 年に日本マクドナルドが銀座に一号店を開店し、1974 年にセブン
イレブン一号店が出店した時代であり、ファストフード、コンビニエンスストアという利便性
を追求するようなサービス産業が拡大した。この時期、物質的な豊かさを実感できるようになっ








































































































－ 119 － 
 
写真 10 ミラの展示 





販売価格は 653,000 円であった。 
  
（４）1980 年代 ミラ・クォーレ  











































































25～34歳 35～44歳 45～54歳 55～64歳
－ 120 － 
 
写真 11 ムーヴの展示 
業 2007b：p278）。1970 年代後半から 20 歳代後半～40 歳代前半の女性の就業率が上昇してい
た（図表２）ことで通勤需要を掘り起こすなど、女性ドライバーの増加を後押ししたといえる。 







ン年収 3,967,044 円（総務省「家計調査」より推計）であった当時、ミラ販売価格は 493,000
円～であった。 
 




され、そのラインオフ式が 1995 年 8 月













マン平均年収 5,613,588 円（総務省「家計調査」より推計）である中、ムーヴ販売価格は 798,000
円～であった。 
－ 121 － 
 
写真 12 コパンの展示 
 
（６）2000 年以降 コペン、タント、ミライース 
2002年6月19日、「ACTIVE TOP COMPACT OPEN」
というコンセプトのもった軽自動車初の本格的スポーツ
カーが「コペン」である。「ワンダフルスモール」時代を
象徴する 1 台であり（ダイハツ工業 2007a：p134）、電
動開閉式ルーフを装着したオープンカーである。2002
年 8 月末での受注台数は 7500 台、同年 10 月 7 日には累
計受注台数 1 万台を突破した。同年 12 月、日本カー・




5 年が経過した 2007 年には特許庁長官賞を受賞するな
ど、多数の賞に輝いた製品であった。販売された年の大卒初任給が 198,500 円（厚生労働省「賃
金構造基本統計調査」）、サラリーマン年収が 5,263,356 円（総務省「家計調査」より推計）の





































































































－ 122 － 
 
写真 13 タントの展示 
 
写真 14 ミライースの展示 
中、コペン販売価格は 1,498,000 円～で
あった（展示解説より）。 




























                                                          
4 ダイハツ工業ホームページ「ミライース」を参照のこと（https://www.daihatsu.co.jp/lineup/ 
mira_e-s/index.htm、2018/06/30 最終閲覧）。 
－ 123 － 
 
写真 15 アイラの展示 
 























































イハツ工業 2007b：p402）。この年、福祉車両を 1666 台生産し、初めて 1000 の大台に乗った
（ダイハツ工業 2005：p6）。 











写真 17 福祉車両（側面） 
 
写真 18 福祉車両（背面） 
－ 125 － 
トレーリヤシートリフトと福祉車両のラインナップが拡大した。2000 年には 2536 台、翌年に
は 3090 台と、年々、その販売台数を増やしていった。 




福祉車両の販売に関して、2002 年 9 月に、滋賀ダイハツ（株）が、大津市内に福祉車両専
門店である「フレンドシップ大津店」をオープンさせた。滋賀県初の福祉車両専門店として話





車の 2 タイプの試乗という３つの条件を兼ね備えた店舗のことで、現在、241 か所となった6。 







する総合福祉展」8 などに出展している。例えば、2017 年 9 月 27～29 日に開催された国際福祉
機器展 H.C.R.2017 や 2018 年 4 月 19～21 日に開催された第 24 回高齢者・障がい者の快適な
生活を提案する総合福祉展（バリアフリー2018）では、車いす移動車から昇降シート車まで、 
                                                          
6 ダイハツ工業ホームページ「全国のフレンドシップショップ一覧」より（https://www.daihatsu. 
co.jp/friendship/shop/、2018/05/23 最終閲覧）。 




祉機器に関する展示会としては、アメリカの Medtrade（1000 社）、ドイツの REHACARE（800 社）
に次ぐ規模であり（生活支援技術革新ビジョン勉強会・厚生労働省社会援護局 2008：p70）、アジア最大






















販売開始 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度
ハイゼット／アトレー　スローバー 2001年9月 1,492 1,451 868 952
タント　スローバー 2006年8月 4,985 4,273 3,777 3,976
サイド昇降
シート車 ハイゼット／アトレー　リヤシートリフト 1995年3月 121 115 90 109
ムーブ　フロントシートリフト 1997年9月 667 652 652 597
タント　ウェルカムシート 2008年9月 2,052 1,221 1,310 1,272
－ 9,317 7,712 6,697 6,906
軽自動車 18,560 15,837 13,796 14,446
バス 4,305 5,510 6,308 6,008
小型車 25,004 23,398 24,380 23,040
福祉車両総計 47,869 44,745 44,484 43,494
福祉車両（軽自動車）に占めるダイハツ軽福祉車両(%) 50.2 48.7 48.5 47.8
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